
         【評議員会 資料１-１】 
１．2008年年会の開催 

2008年 3月 6～8日、大阪大学コンベンションセンター 
参加者：招待講演者 5名，一般会員 140名，学生会員 33名，非会員（一般）29名，
非会員（学生）18名，賛助会員 29名，計 249名 
その他：シンポジウム「ゲノムからひも解く産業微生物の特性」 

 
２．2009年日本ゲノム微生物学会研究奨励賞候補者の募集・選考 
応募者：5名 
選考委員：別府 輝彦、石浜 明、大森 正之、久原 哲、林 英生 
受賞者： 
本郷 裕一（理化学研究所基幹研究所環境分子分解科学研究チーム）ゲノム解析に

よるシロアリ腸内共生難培養性細菌の機能解明 
高野 英晃（日本大学生物資源科学部応用生物科学科）一般細菌における光応答転

写制御の普遍性と多様性に関する研究 
 
３．若手の会の開催 

2008年 11月 6、7日、八王子セミナーハウス 
世話人会：大島 拓、石川 周、黒川 顕、山本 兼由 
参加者：約 50名 
発表：7題のレビュー（約 35分間）と 19題のミニレビュー（約 15分間） 

 
４．シンポジウムの共催 
・国際シンポジウム・新しいシークエンス技術とメタゲノム解析のインパクト～Current 

topics in metagenomics and new sequence technologies 
2008年 5月 28日、東京大学農学部弥生講堂（一条ホール） 
主催：ゲノム特定 4領域 

・FIMF 合同フォーラム 2008「腸内共生菌と食の機能」～Function of Intestinal Microbiota 
and Food 
2008年 20 年 11月 20～21 日、東京大学安田講堂 
主催：（財）日本ビフィズス菌センター、日本乳酸菌学会、日本食品免疫学会、日本

動物細胞工学会、（社）日本生物工学会乳酸菌・腸内細菌工学研究部会 
・ISS (International Symposium for Subsurface Microbiology)サテライトシンポジウム・環
境ゲノム研究の最前線～メタゲノム解析から機能解析まで 
2008年 11月 15日、中央大学後楽園キャンパス 
主催：ISSM2008事務局 

 
５．評議員選挙の実施 
  平成 20年評議員選挙管理委員会：田畑哲之、池内昌彦、黒川 顕 
  公示：2008年 9月 5日 （投票締め切り：平成 20年 9月 30日） 
  開票：平成 20年 10月 4日 
 
６．学会WEBでのシンポジウム、求人等の情報提供 
・シンポジウム情報 5件 
・求人情報 3件 


